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【
本
部
・
松
広
高
幸
記
】
大
阪

北
部
地
震
は
新
た
な
地
域
活
動
の

必
要
性
を
提
起
し
ま
し
た
。
小
学

校
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
点
検
行

動
を
念
頭
に
置
い
た
西
東
京
支
部

の
大
阪
高
槻
市
視
察
に
同
行
し
ま

し
た
。
7
月
14
日
、
日
本
共
産
党

大
阪
府
高
槻
市
議
会
の
中
村
、
宮

本
、
強
田
（
き
よ
た
）
議
員
の
説

明
と
現
地
案
内
に
よ
る
日
帰
り
の

視
察
で
す
。

高
槻
市
内
小
中
学
校
29
校
す
べ

て
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
を
完

了
。
今
後
の
安
全
対
策
を
進
め
る

と
し
て
い
ま
す
。1
9
7
0
年
代
、

人
口
増
加
率
全
国
1
位
と
い
わ
れ

た
時
期
が
あ
る
同
市
は
、
住
宅
建

設
が
す
す
み
ま
し
た
。
そ
の
頃
建

設
し
た
建
物
へ
の
被
害
が
多
く
、

住
民
は
高
齢
者
が
多
い
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
約
4
割
が
山
間
部

と
い
う
地
理
的
な
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
擁
壁
の
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

目
立
ち
ま
し
た
。

有
馬
高
槻
構
造
帯
の
上
の
氷
室

4
丁
目
地
域
で
は
住
宅
へ
の
被
害

が
集
中
。被
災
住
宅
約
3
7
0
戸
、

一
部
損
壊
住
宅
約
1
7
0
戸
で
し

た
。
道
路
を
隔
て
た
隣
の
地
域
に

は
被
害
が
な
く
、
熊
本
地
震
と
同

様
に
地
盤
の
違
い
が
被
害
の
差
に

大
き
く
表
れ
て
い
ま
し
た
。

高
槻
市
は
被
災
者
に
対
し
て
、

国
保
料
の
減
免
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
費
用
一
部
補
助
、
一
部
損
壊

住
宅
へ
の
修
理
費
用
の
補
助
を
行

な
い
、
補
正
予
算
19
億
円
を
計
上

し
て
の
被
災
者
支
援
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
関
係
へ
の
対
策
に
あ
て
る
と
し

て
い
ま
す
。

6
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪
北
部
地
震
で
は
高
槻
市
の
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
、
小
学
生

が
下
敷
き
に
な
り
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
東
京
土
建
の
各
支
部
で
は

現
地
視
察
や
あ
ら
た
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
危
険
箇
所
を
点
検
す
る
な
ど
、
今
後
の
防
災
・
減
災

に
活
か
そ
う
と
早
速
活
動
し
ま
し
た
。

ブロック塀の撤去が完了した高槻市立
城南中学校の現場

【
豊
島
・

書
記
・
川
合

正
人
通
信

員
】
豊
島
支

部
で
は
、
区

民
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
修

繕
依
頼
の
際

に
豊
島
区
が

実
施
す
る

「
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
改
善
工

事
助
成
事

業
」
を
、
依

頼
主
が
利
用
を
希
望
し
た
場
合
に

備
え
補
助
対
象
の
条
件
を
明
確
に

す
る
と
共
に
、
東
京
土
建
と
し
て

協
力
し
て
い
く

た
め
建
築
課
と

懇
談
し
ま
し

た
。
区
で
は
民

間
の
相
談
に
ま

で
は
手
が
回
ら

す
、
民
間
に
関

し
て
は
東
京
土

建
へ
の
協
力
を

求
め
た
い
と
の

申
し
出
を
受
け

ま
し
た
。

こ
の
経
緯
を
受
け
、
7
月
25
日

に
区
内
の
小
学
校
通
学
路
を
主
と

し
た
「
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
4
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
調
査
を
行
な
い
ま

し
た
。
調
査
地
域
は
、
住
宅
デ
ー

を
開
催
し
た
地
域
に
あ
る
小
学
校

の
通
学
路
を
中
心
に
回
り
ま
し

た
。
調
査
件
数
は
全
部
で
36
件
。

池
袋
地
域
で
は
、
驚
く
く
ら
い
老

朽
化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
多
く
、

至
急
豊
島
区
へ
通
報
し
た
方
が
良

い
と
思
え
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
存
在

し
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
島
区
保
育
課
と
の
懇

談
で
は
私
立
保
育
園
を
対
象
に
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
調
査
を
依
頼
し
た

い
旨
の
打
診
も
あ
り
ま
し
た
。

危険な塀を点検（西東京市内）
池袋地域で見られた危険な
ブロック塀

【
中
野
・
看
板
・

山
田
種
三
通
信
員
】

7
月
26
日
、
中
野
支

部
主
催
の
防
災
研
修

会
を
初
め
て
開
催
し

ま
し
た
。
午
前
中
は

東
京
ガ
ス
袖
ケ
浦
Ｌ

Ｎ
Ｇ
基
地
を
見
学

し
、
午
後
は
本
所
防

災
館
で
の
学
習
と
な

り
ま
し
た
。

東
京
ガ
ス
で
は
、

天
然
ガ
ス
を
マ
イ
ナ

ス
2
0
0
℃
近
く
ま

で
冷
却
し
液
化
し
て
輸
入
す
る
こ

と
、
そ
れ
を
気
化
し
て
供
給
し
て

い
る
こ
と
、
仮
に
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
が
横
転
し
て
も
発
火
し
な
い
、

な
ど
、安
心
、

安
全
な
も
の

だ
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま

し
た
。

本
所
防
災
館
で
は
体
験
学
習
。

模
擬
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
恐
怖

が
よ
ぎ
る
震
度
7
。
震
度
5
感
知

で
ガ
ス
の
供
給
が
止
ま
る
メ
ー
タ

ー
が
普
及
し
た
今
、
「
地
震
だ
！

火
を
消
せ
！
」
の
掛
け
声
は
す
で

に
過
去
の
も
の
。
逆
に
熱
し
た
油

な
ど
で
火
傷
の
リ
ス
ク
も
あ
り
、

今
は
と
に
か
く
机
の
下
で
身
を
守

る
こ
と
が
最
優
先
だ
そ
う
で
す
。

確
実
に
起
こ
る
大
震
災
。
自
分

や
家
族
が
死
な
な
い
た
め
に
何
が

で
き
る
か
。
平
時
の
今
は
そ
の
時

の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
時
間
と
考

え
る
べ
き
だ
と
学
び
ま
し
た
。

西
日
本
豪
雨
災
害
で
も
起
こ
っ

た
で
あ
ろ
う
水
没
車
の
ド
ア
か
ら

の
脱
出
、
浸
水
建
物
の
ド
ア
開
け

体
験
な
ど
は
、
予
想

外
の
重
さ
で
驚
き
ま

し
た
。
成
人
男
性
が

本
気
で
か
か
っ
て
や

っ
と
ド
ア
を
開
け
ら

れ
る
浸
水
高
が
30
セ
ン
チ
。
40
セ

ン
チ
で
は
ア
キ
レ
ス
腱
を
切
っ
た

人
が
い
た
よ
う
で
、
以
来
体
験
不

可
に
。
浸
水
被
害
の
恐
ろ
し
さ
に

触
れ
た
体
験
で
し
た
。

【
西
東
京
・
書
記
・
石
島
淳
記
】

西
東
京
支
部
は
、
7
月
29
日
、
8

月
5
日
、
2
週
に
分
か
れ
て
「
小

学
校
通
学
路
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
」
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
6
月
18

日
に
発
生
し
た
大
阪
北
部
地
震
に

よ
り
、
大
阪
府
高
槻
市
の
小
学
校

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
崩
壊
で
通
学
中
の

女
子
児
童
が
亡
く
な
る
と
い
う
痛

ま
し
い
事
故
を
う
け
、
7
月
14
日

に
大
阪
府
高
槻
市
で
現
地
視
察
を

行
な
い
、
急
遽
市
内
小
学
校
近
辺

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
取
り
組
み
は
、

行
政
、
西
東
京
市
議
団
、
市
内
労

働
組
合
か
ら
も
好
意
的
に
受
け
止

め
ら
れ
、
本
部
職
域
対
策
部
松
広

常
任
中
執
、
高
倉
本
部
書
記
、
自

治
労
西
東
京
市
職
員
組
合
委
員

長
、
西
東
京
市
議
会
か
ら
3
会
派

6
人
の
議
員
さ
ん
に
も
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

実
際
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

各
分
会
地
域
の
小
学
校
1
校
を
選

択
し
、
4
〜
8
人
で
学
校
周
辺
の

通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
を

行
な
い
ま
し
た
。
古
い
民
間
ア
パ

ー
ト
や
空
き
家
等
に
危
険
な
塀
が

目
立
ち
、
両
側
か
ら
倒
れ
た
場
合

逃
げ
場
が
な
い
よ
う
な
道
も
散
見

さ
れ
ま
し
た
。

風速30メートルの暴風雨を体験
（本所防災館）

【
板
橋
・
書
記
・
森
千
恵
子
記
】

7
月
30
日
、
板
橋
支
部
で
は
30
人

の
参
加
で
、
防
災
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
回
の
行
動
は
、
板
橋
区
が
所

有
す
る
道
路
の
点
検
、
昨
年
度
末

に
区
内
の
危
険
度
の
高
い
地
域
に

設
置
さ
れ
た
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の

点
検
・
消
火
栓

の
確
認
と
民
間

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

点
検
を
主
に
行

い
ま
し
た
。
板

橋
区
で
は
、
公

共
施
設
に
つ
い

て
は
一
斉
点
検

を
行
な
い
、
緊

急
度
の
高
い
順

に
速
や
か
に
解

体
・
補
修
工
事

に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
民

間
に
つ
い
て
は

地
元
町
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
協
力
の

呼
び
か
け
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
み
る

と
、
学
校
の
隣
接
部
分
に
も
老
朽

化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
そ
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
お
宅
に
は
、「
接
道
部
緑
地

化
助
成
」
の
案
内
チ
ラ
シ
を
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
し
、
8
月
3
日
に
行
な

わ
れ
た
板
橋
区
と
の
懇
談
で
も
報

告
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
空
き

家
が
増
え
て
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

崩
れ
か
け
て
い
る
大
変
危
険
な
箇

所
も
あ
り
ま
し
た
。
隣
の
豊
島
区

で
始
ま
っ
た「
空
き
家
条
例
」の
検

討
を
合
わ
せ
て
要
請
し
ま
し
た
。

板橋の活動では空き家が目立った

詰
将
棋
の
解
答
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求

人

震
度
７
の
恐
怖
体
感

中野

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
進
む

防
災
研
修
会
初
め
て
の
実
施

西
東
京
の
高
槻
市
視
察
に
同
行

議員、労組、本部と共に
視察受け直ちに

助
成
の
案
内
も
投
函

板橋

行
政
と
の
懇
談
で
報
告

西
東
京

通学路中心に調査
池袋地域は老朽化顕著

豊
島


